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師
走
に
入
り
、
寒
さ
も
一
段
と
強
ま
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
本
年
三
月
二
六
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
旧
大
分
県
立
玖
珠
農
業
高
等
学
校
同
窓

会
と
旧
大
分
県
立
森
高
等
学
校
同
窓
会
、

そ
し
て
大
分
県
立
玖
珠
美
山
高
等
学
校
同

窓
会
の
三
校
同
窓
会
を
一
つ
に
統
合
し
た

大
分
県
立
玖
珠
美
山
高
等
学
校
同
窓
会
の

会
長
に
選
出
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
、
河
野

博
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
同
窓
会
が
輝
か
し
い
伝
統
を
継
承
し
、

歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
玖
珠
郡
に
二
校

あ
っ
た
県
立
高
校
を
一
つ
に
し
て
残
す
こ

と
が
十
年
前
に
決
ま
り
、
大
分
県
立
玖
珠

美
山
高
等
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
創
立

当
時
、
統
合
の
準
備
会
で
新
し
い
校
名
で

新
た
な
高
校
と
し
て
設
立
し
、
同
窓
会
も

新
規
に
設
立
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

旧
同
窓
会
と
は
別
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
玖
珠
美
山
高
校
に
は
ま
だ
ま
だ
先
輩
も

無
く
、
逆
に
旧
玖
珠
農
高
、
旧
森
高
の
同

窓
会
に
は
新
し
く
入
会
す
る
後
輩
が
無
く
、

自
然
消
滅
し
ま
す
。
そ
ん
な
状
況
で
現
玖

珠
美
山
高
校
は
玖
珠
出
身
の
秋
好
校
長
が

就
任
さ
れ
、
三
高
校
同
窓
会
を
統
合
す
る

と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
同
窓
会
に
持
ち
帰
り
、
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
も
あ
り
二
年
以
上
と
長
い
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同

窓
会
で
協
議
し
、
本
年
三
月
に
統
合
し
た

同
窓
会
組
織
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
八

月
下
旬
に
玖
珠
農
高
と
森
高
同
窓
会
が
そ

れ
ぞ
れ
に
閉
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

九
月
二
日
に
新
し
い
同
窓
会
の
総
会
を

開
催
し
新
た
な
船
出
を
し
ま
し
た
。
役

員
・
予
算
書
を
添
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
組
織
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
が
、

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
各
地
域
、
各
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
も
統
合
に
向
け
て
合
同

の
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
玖
珠
郡
に
一

つ
と
な
っ
た
玖
珠
美
山
高
等
学
校
を
母
校

と
考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
大
分
県

内
の
傾
向
と
し
て
少
子
化
の
中
に
も
全
県

一
区
と
な
っ
て
か
ら
、
大
分
市
内
の
高
校

に
受
験
生
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
更
に
玖

珠
郡
の
中
学
生
は
現
在
一
学
年
の
生
徒
数

が
二
〇
〇
人
位
で
す
が
、
年
々
減
少
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

玖
珠
町
・
九
重
町
両
町
そ
し
て
地
域
の
皆

様
方
か
ら
大
き
な
ご
支
援
い
た
だ
き
、
玖

珠
美
山
高
校
の
普
通
科
、
地
域
産
業
科
が

そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
学
習
や
研
究
に
取

り
組
み
、
立
派
な
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま

す
。
大
分
市
以
外
で
は
多
く
の
高
校
で
定

員
割
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
玖
珠
美
山

高
校
で
は
何
と
か
定
員
維
持
が
出
来
て
い

ま
す
。
今
後
も
優
秀
な
人
材
が
玖
珠
郡
か

ら
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

三
校
同
窓
会
が
一
つ
に
な
る
と
亡
く
な

ら
れ
た
方
も
含
め
約
三
万
人
の
同
窓
会
員

と
な
り
ま
す
。
同
窓
会
で
も
多
く
の
同
窓

生
が
い
ろ
ん
な
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
情

報
や
玖
珠
美
山
高
校
の
生
徒
達
が
勉
学
・

研
修
・
体
育
部
・
文
化
部
等
で
頑
張
っ
て

い
る
姿
等
の
情
報
を
お
届
け
す
る
会
報
発

送
や
在
校
生
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
森
高
校
同
窓
会
に
は
一
口

1
、
0
0
0
円
（
何
口
で
も
結
構
で
す
）

の
賛
助
金
制
度
が
あ
り
、
玖
珠
美
山
高
校

同
窓
会
で
も
導
入
し
、
同
窓
会
運
営
と
玖

珠
美
山
高
校
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

別
頁
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参

照
い
た
だ
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

ご
挨
拶

会
長

河
野
博
文
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
!

私
は
玖
珠
農
業
高
校
を
昭
和
三
六
年
に

卒
業
し
ま
し
た
、
旧
同
窓
会
「
楠
友
会
」

会
長
の
穴
井
裕
康
で
す
。

玖
珠
農
業
高
校
・
森
高
校
同
窓
会
、
玖

珠
美
山
高
校
同
窓
会
が
統
合
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
一
言
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

我
が
母
校
の
玖
珠
農
業
高
等
学
校
は
、

明
治
四
四
年
四
月
に
玖
珠
郡
立
実
業
学
校

と
し
て
設
立
さ
れ
、
時
代
の
変
遷
に
よ
り
、

併
合
や
校
名
改
称
を
繰
り
返
し
、
昭
和
二

六
年
、
高
校
再
編
成
に
よ
り
農
業
課
程
単

独
の
大
分
県
立
玖
珠
高
等
学
校
と
な
り
、

し
か
し
、
時
代
は
移
り
少
子
高
齢
化
に

よ
り
閉
校
と
な
り
、
平
成
二
七
年
に
、
森

高
校
と
統
合
さ
れ
、
玖
珠
美
山
高
校
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
別
々
の
二
つ

の
高
校
の
歴
史
と
伝
統
を
結
ぶ
も
の
で
あ

り
、
豊
か
な
教
育
環
境
を
作
り
出
し
、
新

た
な
可
能
性
を
広
げ
る
原
動
力
と
な
る
と

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
か
け
、

「
未
来
の
後
輩
た
ち
の
農
業
教
育
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
に
よ
り
、
同
窓

会
林
の
造
林
事
業
が
行
わ
れ
、
丁
度
伐
採

時
期
を
向
か
え
る
に
あ
た
り
、
伐
採
林
の

収
益
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先
人

の
方
々
の
ご
努
力
に
、
心
か
ら
感
謝
す
る

と
と
も
に
「
先
見
の
明
と
行
動
力
」
に
敬

意
を
表
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
先
人
の
思

い
に
副
っ
て
益
金
を
農
業
教
育
の
た
め
に

活
か
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
、「
基

金
」
を
創
設
し
玖
珠
美
山
高
校
に
寄
付
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
玖
珠
美
山
高
校
が
玖
珠
郡
唯

一
の
高
校
と
し
て
末
永
く
発
展
的
に
存
続

出
来
る
よ
う
、
三
校
の
同
窓
生
が
一
丸
と

な
り
、
玖
珠
美
山
高
校
を
盛
り
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、玖
珠
九

重
や
県
内
外
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
二
八
年
に
大
分
県
立
玖
珠
農
業
高
等

学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
以
来
、
校
訓
の
「
至
誠
・
努
力
・

協
同
」
の
心
を
志
と
し
、
質
実
剛
健
の
校

風
を
は
ぐ
く
み
、
輩
出
さ
れ
た
約
一
万
有

余
名
の
同
窓
生
は
、
玖
珠
郡
内
外
の
各
界

で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
特
に
郷
土
の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農

林
業
・
畜
産
の
振
興
・
発
展
に
果
た
さ
れ

た
功
績
は
多
大
で
あ
る
と
誇
り
に
思
う
も

の
で
す
。

平
成
二
三
年
に
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を

迎
え
、
盛
大
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で
し
た
。

ご
挨
拶

副
会
長

穴
井
裕
康
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玖
珠
農
業
高
校
、
森
高
校
、
そ
し
て
玖

珠
美
山
高
校
の
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
校
長
の
秋
好
寿
紀
と
申
し
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
に
森
高
校
を
卒
業
（
三
二

回
生
）
し
ま
し
た
。
母
校
の
後
身
で
あ
る
玖

珠
美
山
高
校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
の
喜
び
と
、

職
責
の
重
さ
を
実
感
し
な
が
ら
日
々
学
校

運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
玖
珠
美
山
高
校
の
更
な
る
発
展
、

そ
し
て
生
徒
（
後
輩
）
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す 

。

本
校
は
、
平
成
二
七
年
四
月
に
玖
珠
農

業
高
校
と
森
高
校
の
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

発
展
的
な
統
合
に
よ
り
開
校
し
ま
し
た
。

今
年
で
創
立
九
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

「
美
山
P
R
I
D
E
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
全
校
生
徒
三
三
〇
名
が
学
業
は
も
と

よ
り
部
活
動
や
学
校
行
事
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
実
績
に
な
り
ま
す

が
、
今
春
に
卒
業
し
ま
し
た
八
回
生
の
進
路

に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
公
立
大
学
に
十
七
名

が
合
格
す
る
な
ど
、
私
立
大
学
を
含
め
た

四
年
制
大
学
に
三
〇
名
、
短
大
・
専
門
学

校
等
に
四
三
名
が
進
学
、
十
七
名
が
民
間

企
業
・
公
務
員
に
就
職
し
ま
し
た
。
部
活

動
で
は
、
男
女
の
ホ
ッ
ケ
ー
部
と
少
林
寺
拳

法
部
の
一
名
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま

し
た
。
ま
た
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
と
選
抜
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
部
の
二
名
、
な

ぎ
な
た
部
の
一
名
が
鹿
児
島
国
体
に
出
場
し
、

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
が
準
優
勝
、
な
ぎ
な
た
が
優

勝
、
ラ
グ
ビ
ー
が
三
位
と
素
晴
ら
し
い
活
躍

を
見
せ
「
チ
ー
ム
大
分
」
躍
進
に
貢
献
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
文
化
部
の
吹
奏
楽
部
、
書

道
部
、
美
術
部
等
が
県
大
会
で
優
れ
た
成

績
を
収
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
演
し
質
の
高
い
活
動
が
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

次
に
、
玖
珠
美
山
高
校
同
窓
会
と
玖
珠

農
業
高
校
同
窓
会
、
森
高
校
同
窓
会
と
の

統
合
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

三
年
前
に
遡
り
ま
す
が
、
同
窓
会
か
ら

の
一
層
の
サ
ポ
ー
ト
と
組
織
の
充
実
の
必
要

を
感
じ
た
私
は
、
着
任
し
た
一
年
目
か
ら

其
々
の
同
窓
会
長
・
副
会
長
を
は
じ
め
役

員
の
皆
様
に
、「
三
つ
の
同
窓
会
を
統
合
し
、

玖
珠
美
山
高
校
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
同
窓

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
提
案
を
前
向

き
に
ご
検
討
い
た
だ
き
、
令
和
三
年
十
一
月

に
「
統
合
に
向
け
た
協
議
会
」
を
開
催
し
、

統
合
を
前
提
と
し
た
課
題
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
確
認
す
る
な
ど
、
統
合
へ
の
取
組
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
回
の
協
議
会
と

二
回
の
設
立
準
備
委
員
会
を
経
て
、
本
年

三
月
に
三
つ
の
同
窓
会
を
一
つ
に
統
合
す
る

た
め
の
「
設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会

則
や
役
員
、
事
業
計
画
、
会
計
予
算
に
係

る
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

三
校
の
卒
業
生
を
合
わ
せ
た
二
六
、
○
○
○

有
余
名
の
会
員
を
有
す
る
同
窓
会
組
織
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

新
生
「
玖
珠
美
山
高
校
同
窓
会
」
の
初

代
会
長
は
、
森
高
校
同
窓
会
長
を
務
め
ら

れ
た
河
野
博
文
様
で
す
。
校
長
と
し
て
本

当
に
心
強
く
、
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
事
務
局
は
、
当
分
の
間
、
本
校

内
に
置
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
七
月
に
は
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
対
す
る
激
励
金
と
海

外
短
期
留
学
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付
を

い
た
だ
き
、
関
係
生
徒
・
職
員
に
と
っ
て
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
九
月
に
は
、

「
玖
珠
美
山
高
校
同
窓
会
」
と
し
て
最
初
の

定
期
総
会
が
玖
珠
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
学
校
創
立
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
現
在
、
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

令
和
六
年
十
月
十
一
日
に
開
催
予
定
の
記
念

式
典
を
は
じ
め
、
周
年
行
事
等
の
準
備
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
卒
業

生
の
皆
様
に
は
、「
玖
珠
農
業
高
校
、
森
高

校
の
発
展
型
が
玖
珠
美
山
高
校
で
あ
り
、

在
校
生
の
活
躍
や
学
校
の
発
展
が
本
当
に

楽
し
み
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
教

職
員
が
一
丸
と
な
り
地
域
に
信
頼
さ
れ
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
支
援
と
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
玖
珠
美
山
同
窓
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

校
長

秋
好
寿
紀
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令和4年度 進 路 実 績

大学校
大分県立農業大学校 3

大分県立工科短期大学校 2

九州職業能力開発大学校 4

トヨタ自動車大学校 1

合 計 10

国公立短期大学
大分県立芸術文化短期大学 5

合 計 5

私立短期大学
福岡女子短期大学 1

別府大学・短期大学部 2

別府溝部学園短期大学 1

大分短期大学 2

合 計 6

医療系専門学校
大分医学技術専門学校 1

藤華歯科衛生専門学校 1

大分リハビリテーション専門学校
（作業療法）

1

福岡医健・スポーツ専門学校
（医療系）

1

福岡市医師会看護専門学校 1

久留米リハビリテーション学院 2

大川看護福祉専門学校 1

合 計 8

専門学校
専門学校福岡ビジョナリーアーツ 2

福岡こども専門学校 1

大原簿記公務員専門学校大分校 2

KCS大分情報専門学校 4

西鉄国際ビジネスカレッジ 1

智泉福祉製菓専門学校 2

合 計 12

民間就職（県内）
日本郵便（株）九州支社 1

名水美人 2

老人保健施設　はね 1

（株）イシイ九州孵卵場 2

クス精密（株） 2

（株）公月測量設計 1

樹ホテルジャパン株式会社
由布院別邸　樹

1

無量塔 1

株式会社イング 1

合 計 12

民間就職（県外）
スズキ株式会社 1

トッパンパッケージプロダクツ
福岡工場（株）

1

合 計 2

公務員
九重町役場 1

自衛官（一般曹候補生） 2

自衛官（自衛官候補生） 2

合 計 5

国公立大学
北見工業大学 2

山口大学 1

愛媛大学 2

熊本大学 1

佐賀大学 2

名寄市立大学 1

兵庫県立大学 1

高知工科大学 1

山口県立大学 2

下関市立大学 1

周南公立大学 1

長崎県立大学 1

名桜大学 2

合 計 18

私立大学
山梨学院大学 1

東海学院大学 2

国士舘大学 1

神奈川大学 1

近畿大学 1

関西大学 1

同志社女子大学 1

環太平洋大学 2

福岡大学 1

中村学園大学 1

九州産業大学 2

九州看護福祉大学 1

久留米大学 1

久留米工業大学 1

国際医療福祉大学 1

純真学園大学 1

聖マリア学院大学 1

令和健康大学 1

別府大学 1

立命館アジア太平洋大学 1

熊本学園大学 1

宮崎産業経営大学 1

合 計 25

令和4年度卒業生合格一覧（過年度生を含む、延べ人数）
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第71回大分県高等学校総合体育大会
【男・女ホッケー部】 優 勝 （九州大会出場）
【少林寺拳法部】 男子単独演武 : 加藤雅稀 準優勝（全国・九州大会出場）
【ラグビーフットボール部】 第3位
【なぎなた部】

全九州高等学校体育大会
【女子ホッケー部】 優 勝 （全国大会出場）／【男子ホッケー部】 準優勝（全国大会出場）
【なぎなた部】 個人試合 : 小野 栞 ベスト8

全国高等学校総合体育大会（北海道インターハイ）
【女子ホッケー部】 1回戦敗退／【男子ホッケー部】 2回戦敗退

特別国民体育大会（かごしま国体）
【ホッケー少年女子　女子ホッケー部】 準優勝
【ラグビーフットボール少年男子】 後藤洸輝・髙森将太 第3位
【なぎなた少年女子】 試合競技 :白石結香 優 勝

第60回大分県吹奏楽コンクール
【吹奏楽部】 小編成部門 銀 賞

第59回席上揮毫大会
【書道部】 臨書の部 : 財津真央 特 選 ／14名 推 奨 ／創作の部 : 8名 推 奨

第41回髙山辰雄賞ジュニア美術展
【美術部】4名 推 奨

大分県農業クラブ大会結果一覧
【意見発表の部】 類 宿利美湖 最優秀（九州大会出場）
【農業鑑定競技会】

【家畜審査競技会】 分野（肉用牛の部）諌山章陛 最優秀（全国大会出場）

演技競技 : 河津怜奈・梅木菜々子 第3位（九州大会出場）
個人試合 : 小野 栞 第3位（九州大会出場）

分野（農業）瀧石玲美 最優秀（全国大会出場）
分野（食品）志津里 悠 優 秀 （全国大会出場）

令和5年度

部活動実績



7 大分県立玖珠美山高等学校│同窓会報│2023.12

定 期 総 会 報 告 令和5年9月2日に玖珠町望山荘にておいて第1
回玖珠美山高校同窓会定期総会を開催しました。総
会で決まった会則、役員、事業計画、予算をお知ら
せします。会則は紙面の都合上、要点を外さないよ
うに原文を改変していますのでご了承ください。大分県立

玖珠美山高等学校同窓会 会則

目　的 会員相互の親睦を図るとともに母校の発展に寄与することを目的とする。

事務局の所在地 事務局を大分県立玖珠美山高等学校内に置く。

業　務 会員名簿の作成、会報の発行、母校教育への支援
その他本会の目的達成に必要な事業

会　員 正 会 員 次の学校の卒業生
玖珠郡立実業小学校　玖珠郡立玖珠高等女学校
大分県立玖珠農学校　大分県立森高等女学校
大分県立玖珠高等学校　大分県立玖珠農業高等学校
大分県立森高等学校　大分県立玖珠美山高等学校

準 会 員 大分県立玖珠美山高等学校の在校生。卒業と同時に正会員となる。
賛助会員 大分県立玖珠美山高等学校の教職員。正会員出身校の教職員。
名誉会員 本会に特に功労がある者で理事会の承認を得た者

役　員 会長　副会長　理事　事務局長　会計　会計監査
副会長は若干名で、そのうち1名は玖珠美山高等学校長とする。
理事は若干名で支部長の中から選出する。支部長は支部において選出する。
会計は1名。会計監査は3名。事務局長及び会計は会長が委嘱する。
役員は総会で正会員より選出する。

役員の任期 役員の任期は2年とし再任を妨げない。

顧　問 顧問の定員は若干名。顧問は会長の諮問に応ずる。

総　会 定期総会は年1回、臨時総会は必要に応じて開催し、次の事項を議決する。
事業計画及び予算並びに事業報告及び収支決算　役員の選出　その他重要事項

理事会 必要時に開催。会長、副会長、理事、事務局長、会計で構成し次の事項を議決。
総会提出議案　名誉会員の入会　重要で緊急な事項　総会議決項目外の事項

決議方法 会議の出席者の過半数。賛否同数の場合は議長が決する。

執行機関 会務の執行機関として事務局を置く。事務局は事務局長、会計、事務局員。

本会の経費 運営に必要な経費は、入会金及び賛助金・寄付金を充てる。

入会金 入会金は5,000円。賛助会員及び名誉会員は入会金を免除する。

委　任 会長は、入会金の徴収及び支出に関する事務を校長（副会長）に委任する。

会計年度 4月1日より翌年3月31日まで。

支部組織

目　的 本会の目的を達成するために地域ごとに支部を置き、会員相互の親睦・交流等
の活動を推進する。支部長は支部を代表して本部との連携にあたる。

支部の設置及び統廃合 支部の設置、統合または廃止については、本部と協議する。

附　則 本会則は、平成28年3月1日から施行する。
本会則は、令和 5年3月26日一部改定する。
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学校創立10周年事業
1. 記念式典
ア） 予定日 : 令和6年10月11日（金）
イ） 予定会場 : くすまちメルサンホール

2. 記念講演 : 実施予定（講師 : 未定）
3. 招待試合 : 実施予定（ホッケー、野球、ラグビー）
4. テーマ、シンボルマーク : 作成予定
5. 記念誌、記念品、横断幕 : 作成予定
6. 祝賀会 : 実施しない
7. 予算 : 150～200万円

役員等一覧
職 名 氏 名 卒 年 回 生 備 考

理事 森 帆足源三 S40 1 7 玖珠農業

理事 玖珠 日隈紀生 S33 1 0 玖珠農業

理事 北山田 高倉預一 S52 2 9 玖珠農業

理事 八幡 宿利忠明 S43 2 0 玖珠農業

理事 東飯田 佐藤明郎 S54 3 1 玖珠農業

理事 野上 財津多喜彌 S37 1 4 玖珠農業

理事 飯田 鷲頭栄治 S45 2 2 玖珠農業

理事 南山田 江藤一幸 S49 2 6 玖珠農業

理事 日田・天ヶ瀬
三津江・大山 武原勇一郎 S41 1 8 玖珠農業

理事 大分・由布 吉野賢一 S37 1 4 玖珠農業

理事 福岡 飯田登喜男 S35 1 2 玖珠農業

理事 北九州 佐藤英輔 S28  5 玖珠農業

理事 東海 河原利己 S58 3 5 玖珠農業

理事 東京 麻生正則 S42 1 9 玖珠農業

理事 森北部 秋山泰士 S41 1 8 森

理事 森南部 浅田健治 S43 2 0 森

理事 玖珠 田中照政 S36 1 3 森

理事 北山田 石井龍文 S46 2 3 森

理事 東飯田 永樂　拓 S32  9 森

理事 野上 岩尾茂樹 S47 2 4 森

理事 南山田 小田原克也 S48 2 5 森

理事 飯田 甲斐誠司 S47 2 4 森

理事 日田 工藤正徳 S37 1 4 森

理事 大分・別府 深草秀昭 S41 1 8 森

理事 福岡 渡辺美敏 S44 2 1 森

理事 関西 吉武小二郎 S45 2 2 森

理事 関東 山上　剛 S44 2 1 森

理事 玖珠町役場 衛藤　正 S57 3 4 森

職 名 氏 名 卒 年 回 生 備 考

顧問 梅木幸徳 S33 1 0 玖珠農業

顧問 坂本和昭 S35 1 2 玖珠農業

顧問 衛藤征士郎 S37 1 4 森

顧問 菅　優一郎 S43 2 0 森

会長 河野博文 S46 2 3 森

副会長 穴井裕康 S36 1 3 玖珠農業

副会長 野上香代子 S54 3 1 玖珠農業

副会長 梶原久美子 S41 1 8 森

副会長 麻生良典 S47 2 4 森

副会長 梶谷裕治 H28  1 玖珠美山

副会長 託摩美有 H28  1 玖珠美山

副会長 秋好寿紀 S55 3 2 森（校長）

会計監査 高橋裕二郎 S42 1 9 玖珠農業

会計監査 須藤百合子 S43 2 0 森

会計監査 時松真大 H28  1 玖珠美山

事務局長 川端隆裕 H 6 4 6 森（教諭）

会計 長石庄一郎 S59 3 6 森（事務長）

事業計画令和5年度

令和5年11月 同窓会報第一号発行

第2回創立10周年
準備委員会

令和6年 2月 第3回創立10周年
準備委員会

2月29日（木） 令和5年度
同窓会入会式

理事の交代に伴い、北山田（玖珠農業）と

東飯田（玖珠農業）は新理事で掲載しました。
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令和5年度

収支予算

科 目 予算額 前年度予算額 増減額 備 考

会 　 費 520,000 415,000 105,000
賛 助 金 2,000,000 0 2,000,000
繰 越 金 3,325,446 2,950,273 375,173 前年度より
資 　 金 4,000,000 0 4,000,000 二校同窓会より
雑 収 入 54,554 50,727 3,827 預金利息、吹奏楽部返金

計 9,900,000 3,416,000 6,484,000

科 目 予算額 前年度予算額 増減額 備 考

会 議 費 500,000 100,000 400,000 総会、理事会等経費
印刷消耗費 1,500,000 50,000 1,450,000 同窓会報、消耗品代
通信運搬費 1,500,000 10,000 1,490,000 郵送料等
記 念 品 費 60,000 35,000 25,000 卒業記念品代
遠征費補助 600,000 0 600,000 全国大会等激励金
予 備 費 5,740,000 3,221,000 2,519,000

計 9,900,000 3,416,000 6,484,000

支出の部
（単位 :円）

収入の部
（単位 :円）

今後の会報の送付方法
今回は新同窓会が設立された記念すべき第1号です
ので会員全員の方に会報をお送りしました。しかし、
毎年約2万部の会報を郵送することは限られた予算の
中では大変困難だと思っていますので、次のような方
法でご覧いただこうと考えています。

同窓会HPで閲覧する（表紙もしくは
裏表紙のURLにアクセスしてください）

賛助金にご協力頂いた方には、会報を
郵送する

01
02

賛助金についてのお願い
同窓会活動は皆様からの賛助金収入で行っています。賛助金は1

口1,000円以上をお願いしております。口数は何口でも結構です。何
かと厳しい環境下ではございますが、趣旨をご理解いただきまして別
紙用紙で振り込みをよろしくお願い申し上げます。尚、賛助金をいた
だきました会員の皆様には引き続き会報を発送させていただきます。

振 込 先

郵便振込口座番号
01720－6－153803

振込先名義
大分県立玖珠美山高等学校同窓会

振込先住所
大分県玖珠郡玖珠町大字帆足160

 「楠友会」からの寄付金について 校長 秋好寿紀

本年、10月3日に旧玖珠農業高校同窓会「楠
友会」様から、本校へ1,058万円もの高額の寄
付金をいただきました。
当日は、会長の穴井裕康様と副会長の永尾宗忠
様が来校され、寄付金の目録を手渡していただき
ました。穴井様から同窓会林として植林をした経
緯や、当時の在校生の皆さんが林木の管理や環境
整備に携われたことをお聞きしました。また、玖
珠農業高校の閉校に伴い同窓会林を伐採・販売し
た益金の運用については、8月に開催された最後

の「楠友会」総会で決議され、この度の寄付に至っ
たこともお伺いしたところです。
本校では、この寄付金を基金として管理し、農
業教育の充実・発展や農業人材の育成を目的とし
て、効率的かつ計画的に利用させていただきたい
と存じます。「楠友会」会員の玖珠農業高校卒業
生の皆様には、農業教育への長年の御支援とこの
度の御厚志を賜り、心からの謝意を表する次第で
す。玖珠美山高校を代表してお礼申し上げます。
誠にありがとうございました。
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同窓会の愛称を募集します
玖珠美山高校同窓会に会の呼び名や会報のタイトルなどに

会員の皆様より親しみのある愛称を募集します。応募の方法
は左欄に記載しましたHP（ホームページ）に投稿願います。
令和6年3月で応募を締め切りとさせていただき、役員会

等で協議・決定し、採用名は次回の会報で発表します。
多数の応募をお願いします。

地域と共に

同窓会HP（ホームページ）開設
会員の皆様の交流をより一層円滑にするためにHP
を作成しました。同窓会からのお知らせはもとより、
皆様からのご意見や情報も頂けると幸いです。
是非、下記URLにアクセスしてみてください。

事 務 局 大分県玖珠郡玖珠町大字帆足160
大分県立玖珠美山高等学校
TEL : 0973-72-1148

学校代表Email : a32750@oen.ed. jp

https://kusumiyama-dousoukai.jp 検 索

委員長 坪井公治 S 42卒 19回生 玖珠農業
副委員長 穴井千津子 S 46卒 23回生 森
委員 衛藤和敏 S 55卒 32回生 玖珠農業
委員 麻生良典 S 47卒 24回生 森
委員 佐藤冬佳 H28卒 1回生 玖珠美山
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